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１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

▼
新
年
氷
上
ま
つ
り
で
初
す
べ
り

▼
商
工
会
青
年
部
主
催
で
「
し
み
ず
し
ゃ
っ
こ

　
い
祭
」
を
初
開
催

▼
酪
農
発
祥
120
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

▼
胆
振
東
部
地
震
で
延
期
し
て
い
た
敬
老
会
を

　
開
催

▼
清
水
ミ
ラ
イ
若
者
会
議
を
開
催

▼
清
水
高
校
生
が
育
て
た
花
を
幼
稚
園
・
保
育

　
所
へ
寄
贈

▼
し
み
ず
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
へ
の
表

　
彰
式
を
実
施

▼
御
影
保
育
所
が
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
に

　
移
行

▼
町
内
の
ご
み
は
広
域
化
に
よ
り
く
り
り
ん
セ

　
ン
タ
ー
で
の
処
理
へ
移
行

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
始
動

▼
広
報
し
み
ず
、
議
会
だ
よ
り
を
一
部
カ
ラ
ー
化

▼
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ

▼
２
回
目
と
な
る
２
０
１
９
十
勝
清
水
や
き
も　

　
の
市
開
催

▼
十
勝
若
牛
ア
ス
パ
ラ
ま
つ
り
開
催

NHK 連 続 テ レ ビ 小 説
「なつぞら」清水町で
ロケ！

10 月
にんにく肉まつり、
初開催！

４月
伝統あるホルスタイン
スプリングショウ開催

９月
　第 2 回目の
肉・丼まつりは
　パワーアップ！

７月
　　ヨーヨー、釣
れたかな？
- 清流まつり -

フォトアルバム
2019

７月　
みかげふぇすてばるの
お肉、おいし～♪

○
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
の
主
な
出
来
事
○

１ 月　 商 工 会 青 年 部 が し み ず
しゃっこい祭を初開催 １月　アイスアリーナで新年氷上まつり

５月　ウッちゃん入りオリジナ
ル婚姻届の提出が 50 件目到達

３月　清水ミライ若者
会議で鈴木るりかさん
講演

６月　アメリカ チェルシーの中学
生が来町し国際交流

５月　十勝清水やきもの
市を開催

５月　クリーンデーで町をきれ
いに

７月　65 フェスティバル開催

フォトアルバム 2019特 集

3 Shimizu JANUARY 2020

ロケ地となった円山牧場で
観光看板を撮影



5 4Shimizu ShimizuJANUARY 2020 JANUARY 2020

７
月

８
月

　
９
月

10
月

　
11
月

12
月

▼
清
流
ま
つ
り
開
催

▼
み
か
げ
ふ
ぇ
す
て
ば
る
開
催

▼
人
口
減
少
を
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
で　

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
河
合
雅
司
さ
ん
が
講
演

▼
剣
の
郷
創
造
館
（
旧
旭
山
小
学
校
）
に
て
、

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
式

▼
清
水
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
初
開
催

▼
２
回
目
と
な
る
十
勝
清
水
肉
・
丼
ま
つ
り
開
催

▼
次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
町
民
で
構
成

　
さ
れ
た
住
民
協
議
会
「
清
水
ミ
ラ
イ
自
分
ご

　
と
化
会
議
」
初
会
合

▼
と
か
ち
マ
ル
シ
ェ
料
理
甲
子
園
で
清
水
高
校

　
が
優
勝

▼
町
防
災
避
難
訓
練
を
実
施

▼
パ
ン
甲
子
園
in
い
わ
み
ざ
わ
で
清
水
高
校
が

　
２
年
連
続
で
グ
ラ
ン
プ
リ

▼
町
・
Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町
が
共
催
し
、
十
勝
清
水

　
に
ん
に
く
肉
ま
つ
り
を
初
開
催

▼
清
水
男
子
図
鑑　
「
旅
す
る
清
水
編
」
発
刊

▼
埼
玉
県
深
谷
市
で
行
わ
れ
た
渋
沢
栄
一
関
係

　
団
体
の
集
い
へ
出
席
し
、
交
流

▼
ペ
ケ
レ
ベ
ツ
橋
が
開
通

▼
錦
橋
が
完
成

○
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
の
主
な
出
来
事
○

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
に
対
す
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
全

国
で
大
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
経
験
の
無
い
自
然
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た
皆
様
に

は
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
平
成
28
年
台

風
10
号
に
よ
り
被
災
し
、
そ
の
復
旧
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
お

か
げ
様
を
も
ち
ま
し
て
復
旧
工
事
が
順

調
に
進
捗
し
、
ペ
ケ
レ
ベ
ツ
橋
と
錦
橋

が
昨
年
12
月
に
完
成
、
残
す
と
こ
ろ
石

山
橋
と
新
錦
橋
の
開
通
を
待
つ
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　

基
幹
産
業
の
農
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
昨
年
春
の
高
温
少
雨
と
そ
の
後
の

低
温
寡か
し
ょ
う照
に
よ
り
一
時
生
育
が
停
滞
し

た
も
の
の
、
８
月
以
降
の
好
天
に
よ
り

回
復
し
、
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
酪
農
・
畜
産
で
は
、
生
産
者

皆
様
の
ご
努
力
も
あ
り
順
調
に
生
乳
生

産
が
伸
び
て
お
り
、
う
れ
し
く
思
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
農
業
は
、
町
内
の
農
産
物
加

工
業
や
運
輸
・
機
械
工
業
、
商
業
な

ど
、
町
全
体
へ
の
経
済
波
及
効
果
が

大
き
く
、
農
業
者
と
商
工
業
者
・
消

費
者
と
の
繋
が
り
を
深
め
て
、
更
な

る
地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

昨
年
２
回
目
を
迎
え
た
「
十
勝
清

水
肉
・
丼
ま
つ
り
」
や
初
め
て
と
な

る「
十
勝
清
水
に
ん
に
く
肉
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
数
多
く
の
方
に
ご
来
場

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
の

皆
様
や
ご
来
場
の
方
々
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
本
年
も
皆
様
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
内
容
で
開
催
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
明
治
31
年
本
町
に

開
拓
の
鍬
を
入
れ
た
日
本
経
済
の
父

と
言
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
翁
が
紙
幣
の

肖
像
画
に
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、

注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
ま

し
て
も
、
渋
沢
栄
一
翁
の
ふ
る
さ
と

で
あ
る
埼
玉
県
深
谷
市
と
の
繋
が
り

を
深
め
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎

え
、
人
口
減
少
対
策
や
少
子
化
対
策

は
益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

交
流
人
口
の
拡
大
や
更
な
る
定
住
移

住
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
結

婚
支
援
事
業
な
ど
に
力
を
い
れ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
防
災
体
制
の
充
実
と
、
清

水
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
や
清
水
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
を
推
進
し
、
子

ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
る
子

育
て
・
教
育
環
境
施
策
、
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
・
福
祉
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
町
民
の
皆
様
と
の

対
話
を
重
視
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
全
力
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、今
年
一
年
皆
様
に
と
っ
て
、

す
ば
ら
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

清
水
町
長
　
阿
部
　
一
男

　新年の喜びと個それぞれが持っている想い（信念）を
咲かせたい、と願いを込めて書きました。令和に込めら
れた意味と、新年（信念）を掛けています。
　また、構図は、1 本の桜の木、家の２つをイメージし、
その中に家族を包み込む形にしました。屋根のように、
周りの人に支えられ守られている感じを表現しています。

８月　旧旭山小学校のタイム
カプセル開封式

８月　御影中学校グラウンドでサ
プライズ演奏会

９月　清水ミライ自分ご
と化会議初会合

10 月　防火フェスティバ
ルで消火体験

９月　清水中学校の生徒たちがＪ
ＩＣＡの研修員と交流

12 月　平成 28 年台風 10 号で
被災したペケレベツ橋が開通

11 月　札響十勝しみずコンサート
Ｒ 01 を開催

７月　御影消防団が北海
道消防操法訓練大会に 17
年ぶりに出場

10 月　町防災避難訓練を有
明多目的広場で実施

フォトアルバム 2019特 集

4ShimizuJANUARY 2020

作　
大
内
田　
菜
摘

（
教
育
委
員
会
）

5 Shimizu JANUARY 2020

‐
令
和
二
年
に
向
け
て
‐
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町
内
独
身
男
性
15
名
が

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
で
撮
影

　

　当日は、このたび発刊した「旅する清
水編」と第１弾「働く男子編」に登場し
た男性に参加いただく予定です。
　女性の皆さん、男子図鑑に登場された
男性とお話してみませんか？

■開催日　２月 29 日（土）　　　　
■会　場　グランテラス帯広（予定）　
　※開催時間や申込み方法など、詳細が
　　決定次第、　町Ｈ

ホームページ

Ｐ等で周知します。　

■お問い合わせ先　企画課政策企画係
　　　　　　　　　　（☎ 62-2114）

　

清
水
男
子
図
鑑
は
、
町
が
人
口
減
少
対
策

と
し
て
推
進
し
て
い
る
婚
活
支
援
事
業
「
コ

イ
ノ
ヨ
カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
発
刊
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
発
刊
し
た
第
１
弾
は
働
く

姿
を
モ
デ
ル
に
撮
影
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

町
内
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
や
飲
食
店
を
紹

介
し
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
一
面
を
捉

特集②　清水男子図鑑完成

　清水男子図鑑に参加したのは、弟や友人た
ちが結婚している幸せな姿を見て、自分も結
婚したいと思ったのがきっかけです。
　自分は仕事柄、人と話をするのが好きなの
で、お互いに何でも話し合える、はっきりし
た性格の女性がタイプですね。
　図鑑の撮影は、自分のおすすめスポットの
美蔓パノラマパークを選びました。プロのカ
　　　　　　　メラマンにきれいな夕陽とと
　　　　　　　もに撮影してもらえて大満足
　　　　　　　です。
　　　　　　　　出会いをサポートしてくれ
　　　　　　　るこの町で幸せになれたらと
　　　　　　　思っています！

第
２
弾
「
旅
す
る
清
水
編
」

清
水
男
子
図
鑑
が
完
成

え
た
も
の
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
や
移
住
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
移
住
し
て
き
た
農
業
女
性
の
座
談

会
を
掲
載
。
そ
の
他
、
観
光
地
や
特
産
品
、

子
育
て
支
援
制
度
も
載
せ
る
な
ど
、
本
町
で

の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
内
容
に
。

　
第
１
弾
の
男
子
図
鑑
に
登
場
し
た
男
性
20

名
中
、
１
名
が
結
婚
、
数
名
の
方
が
カ
ッ
プ

ル
に
な
ら
れ
、
出
会
い
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
同
図
鑑
は
、
寄
附
の
返
礼
品
と
し
て
冊
子

が
も
ら
え
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
企
画
課
政
策
企
画
係
（
☎
62-

２
１
１
４
）

清水町で幸せな出会いを！

コ
イ
ノ
ヨ
カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

出
会
い
の
サ
ポ
ー
ト
も
進
行
中
！

清水男子図鑑「旅する清水編」　　

　　　　 発刊記念イベントを

　　　　　　　 開催します　！　

　

コ
イ
ノ
ヨ
カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
町
民
12
人
の
出
会
い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
町

職
員
10
人
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
構
成
。

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
、
参
加
者
へ
の

サ
ポ
ー
ト
と
、
イ
ベ
ン
ト
後
の
出
会
い
の
調

整
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
実
施
。
出
会
い
を
求

め
る
独
身
男
女
の
背
中
を
後
押
し
す
る
「
ス

テ
キ
な
お
せ
っ
か
い
」
を
し
て
い
ま
す
。

こんなステキな出会いを企画！

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
気
楽
に
集
え
る
居
心
地
の

よ
い
空
間
の
提
供
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
今
年

度
は
７
回
開
催
。
毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
、「
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
」「
キ
ャ
ン
ド
ル
で
の
雰
囲

気
づ
く
り
」「
焚
き
火
を
囲
む
」「
30
歳
以
上

限
定
」
な
ど
を
企
画
し
、
延
べ
200
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

一
丸
と
な
り
、
ス
テ
キ
な
出
会
い
づ
く
り
を

演
出
し
て
い
き
ま
す
！

　　

出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
企
画

参
加
者
へ
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も

■イベント企画チラシ

[ ホッケーでコイノヨカン ]
・日時　令和元年７月 17 日
・会場　町アイスアリーナ
スケート練習やシュート対決で
交流した後、飲食店に移動し親
睦を深める企画。

[ ホルジンでコイノヨカン ]
・日時　令和元年５月 26 日
・会場　御影パークゴルフ場
１分間ぐるぐるトーク、パーク
ゴルフニアピン大会などのゲー
ムやバーベキューを企画。

令和元年 11 月 28 日発刊。Ａ５版フルカラー全 55 Ｐ、1,250 部印刷。非売品。
帯広信用金庫全店舗、道内各図書館ほか、プロジェクトチームの人脈で美容室・飲食店等に配置。

原　知
と も き

希さん（27）
　 ＪＲ十勝清水駅勤務
　　　  （駅職員）

清水男子図鑑
「旅する清水編」に登場

▲鳥せいでコイノヨカン

▲焚き火でコイノヨカン

清水男子図鑑 第１・２弾の
ダイジェスト版を作成

　「働く男子編」「旅する清水編」に登場
された男性のプロフィールを簡略に掲載
しています。
　ダイジェスト版は町Ｈ

ホームページ

Ｐへの掲載及び
役場２階企画課窓口等に配置し、希望さ
れる方には無料でお渡ししています。
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町民と町長との

「まちづくり懇談会」報告
　昨年 12 月３日から９日までの間、14 か所の会場で開催した「まちづくり懇談会」。
　町民の皆さんからいただいたご意見や、対話の中からの新たな発見や課題は、これからの
町政にいかしていきます。ここではその対話の一部をご紹介します。

　
　
町
内
で
農
業
の
人
材
確
保
が
で

　
　
き
れ
ば
、
安
心
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
利
用
者
と
人
材
の

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
は
つ
く
れ
な
い
か
。

　
　
農
業
の
人
材
に
限
ら
ず
、
町
内
の

　
　
商
・
工
・
農
の
雇
用
確
保
は
次
年

度
以
降
か
ら
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
農
業
や
商
業
か
ら
出
資
す
る
協
同
組

合
等
を
設
立
し
、
夏
は
農
業
、
冬
は
商

業
に
従
事
さ
せ
る
な
ど
の
雇
用
の
し
く

み
づ
く
り
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

質問町長

【最前線からの報告】　まちづくり懇談会報告

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
携
帯
電

　
　
話
で
議
会
中
継
の
閲
覧
時
に
ソ

フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
携
帯
電
話
で
も
見
や
す

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

次
年
度
以
降
、
携
帯
電
話
で
も

　
　

見
や
す
く
な
る
シ
ス
テ
ム
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
導
入
す
る
よ
う
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

要望町長

　「町民と町長のふれあいトーク」は毎月上旬に実施しており、個人・団体いずれも受付けし
ています。対話の内容は、町政への要望、日頃の生活で困っていることなど自由です。開催時
間は申し込まれた方と調整させていただきます。今年度は現在まで６回実施しており、対話さ
れた皆さんは「町長に自分の思いや考えを伝えられてよかった。」と話されていました。
　開催日程については、毎月お知らせ版に掲載していますのでご覧ください。　
　お申込み及びお問い合わせは、企画課広報広聴係（☎ 62-2114）まで。

　
　
高
齢
者
で
地
域
の
会
合
に
出
て

　
　
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
増

え
て
き
て
い
る
。
地
域
と
つ
な
が
り

続
け
る
手
段
の
確
保
は
で
き
な
い
か
。

　
　

町
保
健
福
祉
課
で
は
、
随
時
、

　
　
高
齢
者
世
帯
へ
保
健
師
等
が
訪

問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、
地
域
の

情
報
に
頼
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。
今
後
も
地
域
で
の
見
守
り
、

何
か
あ
れ
ば
町
に
連
絡
を
い
た
だ
け

る
体
制
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　
　
　
　

要望町長

【最前線からの報告】　まちづくり懇談会報告

　
　
町
内
会
・
農
事
組
合
・
自
治
会

　
　
の
加
入
率
は
何
％
か
。

　
町
か
ら
の
募
集
や
お
知
ら
せ
情
報

な
ど
を
知
ら
な
い
町
民
が
い
る
。

　
　

　
　
町
内
会
等
へ
の
加
入
率
は
約
70
％

　
　
で
す
。

　

広
報
紙
等
は
町
内
会
を
通
じ
て
配

付
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町
内
会
未

加
入
者
へ
配
付
し
て
く
だ
さ
る
町
内

会
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
役

場
等
の
公
共
施
設
と
町
内
コ
ン
ビ
ニ

へ
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

細
や
か
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

質問町長　
　
新
し
い
防
災
無
線
機
器
が
全
戸
に

　
　
配
付
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
配
付
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
配
付
後
の
放
送
内
容
は
ど
の

よ
う
に
変
更
さ
れ
る
の
か
。

　　
　
現
在
、
戸
別
受
信
機
は
農
村
地
域

　
　
か
ら
順
次
交
換
中
で
、
令
和
２
年

２
月
末
に
は
市
街
地
も
含
め
、
町
内
全

戸
へ
の
配
付
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
農
村
地
域
へ
従
来
ま
で
行
っ
て
い
た

町
と
Ｊ
Ａ
か
ら
の
定
時
放
送
（
１
日
３

回
）、
お
く
や
み
放
送
は
１
月
末
で
終

了
し
ま
す
。

　
配
付
完
了
後
は
、
災
害
情
報
や
緊
急

の
お
知
ら
せ
以
外
に
は
、
機
器
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
か
の
確
認
の
た
め
、

定
時
放
送
と
し
て
、
正
午
を
知
ら
せ

る
チ
ャ
イ
ム
（
音
楽
）
と
月
に
一
度
の

防
災
啓
発
の
放
送
等
を
検
討
し
て
い
ま

す
。 質問町長

　
　
買
い
物
・
銀
行
バ
ス
の
制
度
を

　
　
知
ら
な
い
高
齢
者
が
い
る
。
積

極
的
に
周
知
を
図
れ
ば
、
高
齢
者
の

免
許
返
納
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

買
い
物
・
銀
行
バ
ス
は
今
年
度

　
　

か
ら
試
行
運
行
し
て
い
ま
す
。

制
度
を
知
ら
な
い
高
齢
者
が
周
囲
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
町
か
ら
ご

案
内
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

・
企
画
課
統
計
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
62-

２
１
１
４
）

質問町長

　
　
部
活
バ
ス
は
、
冬
季
間
運
行
し
な

　
　
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
通
年

で
運
行
し
て
ほ
し
い
。

　　
　
冬
季
間
に
お
け
る
バ
ス
降
車
後
の

　
　
生
徒
の
防
犯
・
安
全
と
、
バ
ス
の

運
行
体
制
に
お
け
る
委
託
業
者
と
の
協

議
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。　

要望町長

　
　
町
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
意
欲
や

　
　
行
動
力
に
つ
い
て
、
足
り
な
い
面

を
感
じ
る
。
職
員
が
町
民
と
か
か
わ
る

機
会
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

　　
　
町
内
会
活
動
へ
の
参
加
を
含
め
、

　
　
職
員
が
町
民
と
か
か
わ
る
場
所
に

積
極
的
に
出
向
い
て
い
く
よ
う
に
、
職

場
全
体
で
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

質問町長

「町民と町長のふれあいトーク」を利用してみませんか？

月に一度実施、町長と気軽に対話できます！

　
　
公
園
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ

　
　
る
場
所
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

　　
　

御
影
地
区
は
御
影
公
園
に
複
合

　
　

遊
具
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
清
水
地
区
は
清
水
公
園
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て
実
施
す

る
予
定
で
す
。　

要望町長

　
　
農
村
地
域
の
町
道
の
砂
利
道
に

　
　
砂
利
を
敷
い
て
グ
レ
ー
ダ
ー
を

か
け
て
ほ
し
い
。
要
所
に
砂
利
を
置

い
て
く
れ
れ
ば
、
地
域
環
境
保
全
会

等
で
敷
く
対
応
も
で
き
る
。

　
　

町
と
し
て
も
、
あ
り
が
た
い
提

　
　

案
な
の
で
、
対
応
で
き
る
よ
う

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

要望町長

　
　
清
水
・
御
影
地
域
と
も
ま
ち
な

　
　
か
が
空
洞
化
し
て
き
て
い
る
。

ま
ち
な
か
に
高
齢
者
向
け
住
宅
を
建

設
す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

　
こ
れ
か
ら
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
の

形
成
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　

現
在
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
新

　
　
た
な
総
合
計
画
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
同
計
画
を
策
定
す
る
な
か

で
、
駅
前
再
開
発
を
は
じ
め
、
住
宅
・

病
院
・
買
い
物
・
介
護
な
ど
の
機
能

を
ま
ち
な
か
に
集
中
さ
せ
た
ま
ち
づ

く
り
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

質問町長
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健 康

最
前
線

　

秋 
島　

ほ
な
み　

栄
養
士

適
塩
生
活
を
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　  

11
月
に
実
施
「
み
そ
汁
試
飲
調
査
結
果
」
の
お
知
ら
せ

　
「
薄
い
」
と
感
じ
る
人
が
44
％
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
４
割
を
超
え
る

人
が
適
塩
よ
り
も
濃
い
味
付
け
に

慣
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
血
圧
予
防
や
治
療
の
た
め
に

は
、「
適
塩
」
の
食
事
を
心
が
け
る

こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
み
そ
汁
１
杯
に
対
し
、
み
そ
は

小
さ
じ
１
（
６
g
）
が
適
塩
で
す
。

野
菜
を
た
く
さ
ん
入
れ
る
、
だ
し

の
風
味
を
活
か
す
等
、
適
塩
生
活

を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
は
、「
塩
分
」
と
い
え
ば
「
血

圧
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
頭
に
浮
か
び

ま
す
か
？
浮
か
ぶ
人
は
、
こ
の
二
つ

の
関
連
性
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
？

　
体
は
、
一
定
の
塩
分
濃
度
を
保
と

う
と
し
ま
す
。
塩
分
を
た
く
さ
ん
摂

る
と
、
血
管
内
の
塩
分
濃
度
が
高
ま

る
の
で
、
濃
度
を
一
定
に
保
つ
た
め

に
水
分
を
取
り
込
み
ま
す
。
そ
の
結

果
、
血
管
を
流
れ
る
体
液
が
増
え
て

血
管
が
圧
迫
さ
れ
、
血
圧
が
高
く
な

り
ま
す
。

　
６
月
の
特
定
健
診
時
に
引
き
続
き
、

11
月
に
も
み
そ
汁
の
試
飲
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
も
、
150‌

cc
の
水
に
対
し
小
さ

じ
１
杯
（
６
g
）
の
「
適
塩
」
の
み

そ
汁
を
提
供
し
ま
し
た
。
み
そ
汁
を

飲
ん
だ
後
、
そ
の
味
が
「
濃
い
」、「
普

段
の
味
に
近
い
」、「
薄
い
」
の
い
ず

れ
で
あ
っ
た
か
選
び
、
投
票
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
結
果
は
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。

きらり ★ 介護・福祉の仕事人

　介護職　  和
わ や ま

山  久子 さん　（65）

人との「出会い」が私をこの道へ
介護老人保健施設みかげ

　
広
尾
町
出
身
。
30
数
年
前
に
ご
主

人
の
仕
事
で
本
町
へ
。

　

平
成
11
年
に
知
人
の
紹
介
で
御

影
診
療
所
に
勤
務
。
平
成
23
年
に
老

健
み
か
げ
の
開
設
時
に
異
動
し
、
現

在
は
サ
ロ
ン
担
当
と
し
て
、
食
事
や

湯
茶
の
提
供
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
補
助
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
介
護
の
仕
事
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も

な
か
っ
た
ん
で
す
。
嘘
み
た
い
な
話

で
す
が
、
風
邪
を
ひ
い
て
御
影
診
療

所
を
受
診
し
た
と
き
に
『
あ
る
職

員
』
と
の
出
会
い
が
あ
り
、『
私
も

こ
の
人
の
も
と
で
働
き
た
い
』
と
思

い
、
念
願
叶
っ
て
現
在
の
職
場
で
働

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

そ
れ
以
来
20
年
以
上
が
経
ち
ま

し
た
が
、「
元
々
高
齢
者
の
方
と
お

話
し
す
る
の
が
大
好
き
で
、
今
も
仕

事
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
。」
と
話

す
和
山
さ
ん
。

「『
あ
る
職
員
』
っ
て
ど
な
た
で
す

か
？
」
と
尋
ね
る
と
、

「
そ
れ
は
秘
密
で
す
。
照
れ
く
さ

く
っ
て
、
本
人
に
も
き
ち
ん
と
言
っ

て
な
い
ん
で
す
か
ら
。」

　
ち
な
み
に
、
男
性
で
は
な
い
よ
う

で
し
た

（笑）

福祉のひろば

■みそ汁試飲調査■

濃い
７％

普段の味に
近い
49％

薄い
44％

調査にご協力いただいた皆様、

ありがとうございました。

Hot news!

拝啓、10 年後のミライの自分へ

　１月３日、10 年前に未来の自分へ宛てた
メッセージの開封式が役場で行われました。
　2010 年、第５期総合計画策定時に企画され
たもので、「10 年後の清水町の将来像」「3650
日後の自分へのメッセージ」というテーマで
当時の小学６年生に手紙を書いてもらい、役
場で保管してきました。
　開封式当日は、青年へと成長された 11 名が
出席。自分に宛てた手紙を読んだ後、感想と
今後の清水町への期待や思いを発表。今まで
の自分を振り返り、また町の未来を考える貴
重な機会となりました。

自分へ宛てた「まちの未来予想図」「自分へのメッセージ」を開封

　当時の私から「将来は
看護師に」とのメッセー
ジが宛てられていました。
この春から保健師として
十勝管外で就職する予定
ですが、清水町は私にとっ
て住みやすく大好きな町。
町民が住んでいて誇りに
思う、そんな町になって
ほしいと願っています。 田本真

ま な か
菜可さん

　メッセージには「好きな
仕事に就いていますか？」
と書いてありました。現在
は目指していた保育士とし
て、町内第２保育所で働い
ています。清水町は子育て
に関する制度が充実してい
ますので、これからも子育
て家庭に優しい町になって
ほしいです。溝口翔也さん

12 歳の自分からのメッセージを読んで…



十
勝
探
訪
記

＊プロフィール＊
・年齢　16 歳
・出身　東京都
・略歴
　「12 歳の文学賞」で３年連続大賞を受賞。中学２年生で小説
家としてデビュー。現在高校１年生。
・作品
　「さよなら、田中さん」2017 年
　「14 歳、明日の時間割」2018 年
10 月 17 日から新刊「太陽はひとりぼっち」発売中！

鈴木 るりか
　
昨
年
３
月
に
清
水
若
者
ミ
ラ
イ

会
議
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
中

学
生
作
家
の
鈴
木
る
り
か
さ
ん
。

十
勝
へ
の
思
い
、
本
町
と
の
縁
、

自
身
の
十
勝
で
の
体
験
な
ど
を
ふ

ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
コ
ラ
ム
で

す
。

　
昨
年
７
月
に
始
ま
っ
た
十
勝
探

訪
記
。
７
回
に
及
ぶ
連
載
も
今
月

が
最
終
回
。
名
残
惜
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
最
終
回
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

鈴
木
る
り
か
さ
ん
か
ら
読
者
の
皆

さ
ん
へ
素
敵
な
コ
メ
ン
ト
を
次
ペ

ー
ジ
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。 最

終
回

た
心
を
、
苛
立
つ
気
持
ち
を
、
な
だ

め
包
み
込
み
、
落
ち
着
か
せ
て
く
れ

る
。
食
の
力
を
改
め
て
思
う
。

「
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
、
初
め
て
食

べ
る
美
味
し
い
も
の
が
世
の
中
に
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
よ

ね
。美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
と『
あ

あ
、
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
な
あ
。

ま
た
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
な

あ
』
と
思
う
よ
。
歳
を
取
れ
ば
余
計

に
そ
う
思
う
よ
」

　
七
十
歳
を
越
え
る
祖
母
が
言
う
。

　
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
と
生
き

て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
。
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
か
ら
生
き
て
い

た
い
と
願
う
。
そ
の
感
情
は
、
意
地

汚
く
も
、
浅
ま
し
く
も
な
い
。

　
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
、
食
べ

た
い
と
思
う
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
、

人
生
は
生
き
る
に
値
す
る
。
そ
れ
く

ら
い
、
食
に
は
力
が
あ
る
。
明
日
を

ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
力
を
与
え
て

く
れ
る
。

「
食
べ
よ
、
生
き
よ
」

　
こ
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
デ
ビ
ュ
ー

作
『
さ
よ
な
ら
、
田
中
さ
ん
』
を
書

　
数
日
後
、
仕
事
の
関
係
で
知
り
合
っ

た
大
阪
在
住
の
方
と
食
事
を
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。
清
水
町
に
行
っ
た
時
の
こ

と
を
聞
か
れ
た
の
で
、
そ
こ
で
い
た
だ

い
た
も
の
す
べ
て
が
、
い
か
に
美
味
し

か
っ
た
か
を
話
し
た
。

「
え
え
ね
。
大
阪
も
う
ま
い
も
ん
が
、

よ
う
け
あ
る
食
い
倒
れ
の
街
や
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
北
海
道
に
は
か
な
わ
ん
ね
」

「
で
し
ょ
う
？
」

　
私
ま
で
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

実
際
そ
の
時
、
母
に
よ
る
と
、
私
は
こ

の
上
な
い
ド
ヤ
顔
に
な
っ
て
い
た
そ
う

だ
。

　
食
べ
物
の
こ
と
ば
か
り
を
言
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る

こ
と
に
直
結
し
て
い
る
。そ
れ
が
基
本
。

食
べ
な
い
人
は
い
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
も
ホ
ー
ム
レ
ス
も
、
聖
人
も
悪
人

も
、
み
ん
な
何
か
し
ら
食
べ
て
生
き
て

い
る
の
だ
。
そ
れ
が
美
味
し
い
も
の
で

あ
っ
た
な
ら
、
最
高
だ
。
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
て
怒
る
人
は
い
な
い
。
イ
ラ

イ
ラ
す
る
人
も
、
憎
悪
の
感
情
が
湧
く

人
も
い
な
い
。

　
美
味
し
い
も
の
は
、
さ
さ
く
れ
だ
っ

い
た
。
今
回
の
清
水
町
訪
問
で
、
食

を
生
み
出
す
現
場
に
、
そ
こ
で
働
く

人
々
に
、
牛
に
、
会
え
た
こ
と
は
、

な
に
か
運
命
め
い
た
も
の
さ
え
感
じ

た
。
き
っ
と
私
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
た

の
だ
、
十
勝
の
大
地
に
。
い
や
、
大

げ
さ
で
な
く
。

　
改
め
て
、
あ
り
が
と
う
、
十
勝
・

清
水
町
。

　
あ
れ
か
ら
月
日
が
経
ち
、
私
は
高

校
生
に
な
っ
た
。
他
に
変
わ
っ
た
と

い
え
ば
、
天
気
予
報
で
、
北
海
道
の

天
気
・
気
温
を
気
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
十
勝
地
方
、

今
日
は
晴
れ
か
、
よ
か
っ
た
な
、
気

温
も
少
し
高
く
な
っ
て
き
た
な
、
と

か
。

　
私
に
と
っ
て
、
も
う
十
勝
は
、
清

水
町
は
、
遠
く
離
れ
た
彼
方
の
地
で

は
な
い
。
そ
う
思
え
る
こ
と
が
嬉
し

い
。

　
い
つ
か
ま
た
訪
れ
る
、
い
や
帰
れ

る
日
を
思
っ
て
。

　

-

了-
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「
あ
れ
か
ら
」

　
漱
石
の
『
そ
れ
か
ら
』
を
意
識
し
て

み
た
。
こ
こ
で
い
う
『
あ
れ
か
ら
』
の

「
あ
れ
」と
は
、清
水
町
を
訪
ね
て
か
ら
、

と
い
う
こ
と
で
、
も
う
あ
れ
か
ら
一
年

た
つ
の
だ
っ
た
。
新
年
明
け
て
早
々
ふ

る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
に
、
清
水
町

の
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
す
る
運
び
と
な
っ

た
の
だ
。

　
春
休
み
に
清
水
町
を
訪
れ
た
際
の
い

ろ
い
ろ
は
探
訪
記
と
し
て
数
か
月
に
わ

た
り
、
こ
の
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
お
読
み
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
一
年
。
私
は
高
校
生
に
な

り
、
去
年
の
秋
、
十
六
歳
の
誕
生
日
に

三
冊
目
と
な
る
『
太
陽
は
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
』を
刊
行
し
た
。
そ
し
て
北
の
大
地
・

清
水
町
を
思
う
心
は
今
も
太
陽
の
よ
う

に
変
わ
ら
な
い
。
い
つ
か
高
名
な
文
学

賞
を
受
賞
し
、
記
者
会
見
の
席
で
「
今

後
の
夢
は
？
」と
訊
か
れ
た
際
に
は「
北

海
道
清
水
町
に
移
住
す
る
こ
と
で
す
」

と
答
え
る
気
は
満
々
な
の
だ
が
、
悲
し

い
か
な
、
今
の
と
こ
ろ
そ
ん
な
お
声
は

全
く
か
か
ら
な
い
。
今
の
私
に
で
き
る

の
は
、
ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
で
微
力
な

が
ら
清
水
町
を
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
だ
け
だ
。
今
回
は
父
も
納
税
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。こ
れ
も
ご
縁
だ
ろ
う
。

　
縁
と
い
え
ば
、
小
説
を
書
く
時
に
も

こ
れ
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。
縁
と
い
う

の
は
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
ば
か
り
で
は

な
い
。
物
で
も
出
来
事
で
も
、
思
わ
ぬ

と
こ
ろ
で
思
わ
ぬ
物
、
事
が
つ
な
が
っ

て
、
小
説
に
な
る
の
だ
。
時
々
「
ど
う

や
っ
て
お
話
を
作
る
の
で
す
か
？
」
と

訊
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、こ
の
「
縁
」

が
鍵
と
な
る
。
た
と
え
ば
題
名
に
な
っ

た
『
太
陽
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
』
だ
が
、

こ
れ
は
母
の
口
癖
か
ら
取
っ
た
。
私
が

小
さ
い
頃
、
一
人
で
何
か
を
す
る
の
を

嫌
が
っ
た
り
し
た
時
な
ど
に
、
い
つ
も

決
ま
っ
て
出
て
く
る
言
葉
が
「
太
陽
は

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
だ
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
だ
か
ら
こ
れ
は
長
ら
く
母
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
フ
ラ
ン

ス
の
古
い
映
画
の
作
品
名
だ
っ
た
。
今

回
の
小
説
は
、
こ
の
題
名
が
な
か
っ
た

ら
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
も
し
母
が
こ
の

映
画
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
セ
リ

フ
は
出
て
こ
ず
、
私
が
そ
れ
を
知
る
こ

と
も
な
く
、
小
説
も
世
に
出
て
い
な

か
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
も
間
違
い
な
く

縁
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
昨
日
今
日
始

ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
相
当
昔
か
ら

そ
う
な
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
か

の
よ
う
な
不
思
議
さ
も
感
じ
る
。

　
ほ
か
に
も
佐
知
子
と
い
う
登
場
人
物

が
出
て
く
る
が
、
知
り
合
い
の
方
か
ら

お
名
前
を
お
借
り
し
た
。
佐
知
子
と
い

う
名
前
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
佐
知
子
の

『
佐
』
な
ん
て
、
佐
藤
の
佐
以
外
で
見

た
こ
と
あ
る
？
」
と
い
う
セ
リ
フ
が
書

け
た
の
だ
。

　
ま
た
『
神
様
ヘ
ル
プ
』
で
は
、
主
人

公
の
男
の
子
が
カ
ト
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

で
学
び
、神
父
に
な
る
こ
と
を
志
す
が
、

こ
れ
も
私
が
実
際
今
通
っ
て
い
る
の
が

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
校
だ
か
ら
で
、
こ

の
学
校
と
の
縁
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の

小
説
も
書
い
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
自
分
で
は
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
も
の
が
後
々
縁
で
つ
な
が

り
、
小
説
と
い
う
形
に
な
る
。
時
に
は

人
知
を
超
え
た
大
き
な
力
の
働
き
を
感

じ
「
小
説
の
神
様
」
と
い
う
存
在
を
素

直
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
だ

か
ら
得
ら
れ
た
縁
は
、
人
で
も
物
で
も

町
で
も
、
一
物
書
き
と
し
て
、
い
や
ひ

と
り
の
人
間
と
し
て
大
切
に
紡
い
で
い

き
た
い
。

　
そ
し
て
ま
た
い
つ
か
そ
の
縁
の
糸
を

手
繰
り
寄
せ
、
清
水
町
を
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う

思
い
続
け
る
限
り
、
こ
の
糸
は
切
れ
な

い
。
ど
こ
に
い
て
も
太
陽
は
ひ
と
つ
。

東
京
で
見
上
げ
た
こ
の
空
も
十
勝
の
空

に
続
い
て
い
る
。
ま
た
い
つ
か
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。

鈴
木
る
り
か
さ
ん
の

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

応
援
し
て
い
ま
す
！
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15 14学習情報　ゆう・える 学習情報　ゆう・える●「ゆう・える」とは
「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、遊・　 裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。

「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯学習）　  のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。

学 習 情 報

ゆ う

え る

冬～厳しさに生きる　人の中で　共に磨く

ふれあいと信頼のなかで
　12 月 13 日、清水幼稚園の年長さんが、食育
交流として清水高校を訪れ、パン作りやスイー
ツの味比べ !! をしながら「甘味・塩味・酸味・
苦味」４つの味の学習をしました。
　高校生と作ったニンジン入りパンは、世界
に一つの思い出パンになりました。また、焼
き上がるまでの時間には、園児から“パプリカ”
の踊りを高校生に教えることになり、頑張っ
て踊っていました。
　帰りにはお土産のパンと『味博士』の認定
証を大切に持ち
帰りました。
　高校生とのふ
れ あ い の 中 で
も、挨拶、返事、
お話を聞くこと
を大切にした時
間でした。

図書館だより

毎月 19 日は読
ど く

(19) 書
し ょ

の日

『三毛猫ホームズの裁きの日』　赤川次郎著／光文社
『沃野の刑事』　　　　　　　堂場瞬一著／講談社
『人面瘡探偵』　　　　　　　中山七里著／小学館
『歩道橋シネマ』　　　　　　　恩田陸著／新潮社
『せき越えぬ』　　　　　　　西條奈加著／新潮社
『わが殿』上・下巻　　　　 畠中恵著／文藝春秋
『常識なのに！大人も答えられない都道府県のギモン』
　　　　　　　　　　　　　 村瀬哲史著／宝島社

『野菜の「べんり漬け」』　　　　　　  主婦の友社
『暗約領域（新宿鮫 XI）』　　 大沢在昌著／光文社
『桃源』　　　　 　　　　　 黒川博行著／集英社

冬休みのおでかけは図書館へ！
　家で過ごす時間が長くなり、外に息抜きに
行きたくなるこの季節。ご家族でのお出かけ
先に迷ったら、ぜひ、図書館へお越し下さい。
　ただいま、子どもたちに絵本に親しんでも
らう冬休み特別企画を開催中です。玉入れ
ゲームに挑戦して図書館おすすめの絵本を読
んでみませんか。この時期にピッタリの絵本
をたくさんご用
意してお待ちし
ています。
　新年は、図書
館で遊んで読ん
で寒さを吹き飛
ばしましょう！ 

『ますます心とカラダを整える
おとなのための 1 分音読』
　　　山口謠司著／自由国民社
　音読すると「気持ちが落ち着く」

「ストレス解消になる」「脳が活性
化される」といった心と体を整え

る効果が期待できると紹介し、好評を得た本の
第三弾です。『方丈記』や『雪の女王』など 50
もの東西の名作の中から１分で読める分量の１節
を選び収録しています。忙しくても、朝や寝る前
のちょっとした時間に行えるのが魅力です。さま
ざまな作品の名文に触れることで、読みたい本
と出会うきっかけにもなる一冊です。

新着図書からピックアップ

　
昨
年
11
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
講

習
会
に
は
、
21
名
の
町
民
が
参
加
。

苦
戦
し
た
種
目
に
も
、
グ
ル
ー
プ
で

声
を
か
け
合
い
な
が
ら
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　
講
習
後
に
は
、
多
く
の
参
加
者
か

ら
「
楽
し
か
っ
た
！
」「
次
回
も
参

加
し
た
い
！
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
は
満
足
さ
れ
て
い
た
様
子
で

し
た
。 チ

ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム

● 清水英語クラブ●

　清水英語クラブは、公民館講座から始まり
2015 年に発足しました。活動は月 2 回で、映像
や音楽などで楽しく英会話を学んでいます。講
師は町のＡＥＴ ( 外国語指導助手 ) にお願いし
ています。明るく積極的な方で、綺麗なネイティ
ブな発音で指導いただいています。
　また、夏、冬２回のパーティを開催。会員と
講師が各自料理などを持ち寄り、ときには音楽
の演奏も加わりながら、とても楽しい時間を過
ごしています。皆様の参加をお待ちしています。
●活動日時：毎月第１・３木曜日　19：00　
●活動場所：文化センター
●会費：500 円 / 月
●お問い合わせ：北村 (080-4049-1359)

社会教育関係団体紹介

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
！

新
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
」

　

遊
び
感
覚
で
身
体
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
、
運
動
が
苦
手
な
人
で

も
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
め
る
、
日

本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で
推
進

し
て
い
る
『
新
感
覚
』
の
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
。

　

仲
間
と
グ
ル
ー
プ
で
交
流
を
楽

し
み
な
が
ら
記
録
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

ボ
ー
ル
や
網
、
棒
と
い
っ
た
用
具

を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ゲ
ー
ム
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
次
回
の
開
催
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　
２
月
８
日

（土） 

10
時

●
会
場　
御
影
公
民
館

※
参
加
す
る
と
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
付

　
与
さ
れ
ま
す
。

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
係

　
（
☎
62-

５
１
１
５
）

歩
く
ス
キ
ー
で
運
動
不
足
解
消
！

　
「
歩
く
ス
キ
ー
実
技
講
習
会
・
大
会
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
町
健
康
ク
ラ
ブ
の
方
が
教
え
て
く
れ

ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！

参
加
す
る
と
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
ま
す
。
冬
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め

に『
歩
く
ス
キ
ー
』を
始
め
ま
し
ょ
う
！

●
開
催
日

・
２
月
１
日

（土）　
10
時
～
12
時

・
２
月
８
日

（土）　
10
時
～
12
時

・
２
月
15
日

（土）　
９
時
50
分
～
12
時

　
※
15
日
は
歩
く
ス
キ
ー
大
会

●
会
場  

有
明
公
園
特
設
コ
ー
ス

●
持
ち
物
等　
歩
く
ス
キ
ー
、
ス
ト
ッ

　
ク
、
靴
、
暖
か
い
服
装

　
※
道
具
が
無
い
人
に
は
貸
出
し
可

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
係

　
（
☎
62
‐
５
１
１
５
）

呼吸をそろえ、声をかけ合うのがポイント！

かけ声に合わせてスティックを倒さないように移動！

▼ネット・パス・ラリー

▼キャッチング・ザ・スティック

皆さんも一緒に気持ちいい汗を
流しましょう！

※
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
講
習
会
」「
歩
く
ス
キ
ー

　
実
技
講
習
会
・
大
会
」
の
詳
細
は
、
お
知
ら
せ
版
１
月

　
号
の
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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お姉ちゃんと仲良く元気に！

ち
ゃ
ん

齋  

藤　
丈じ
ょ
う 

太た 

朗ろ
う

お姉ちゃんと元気いっぱい
遊んでね！

ち
ゃ
ん

野　
村　
　
准じ
ゅ
ん　
平ぺ
い

「ＨＥＬＬＯ ＢＡＢＹ」は、
６か月から２歳くらいの赤
ちゃんを掲載しています。希
望される方は広報広聴係まで
お気軽にどうぞ。

　 

誕 

生

入
澤　
和か

ず
は芭　

ち
や
ん  （
和
也 

／ 

綾
子
）

乾
川　
穂み
の
り里　

ち
や
ん
（
英
樹 

／ 

佳
奈
）

佐
藤　
由ゆ

あ空　
ち
や
ん
（
弘
章 

／ 

由
実
）

髙
橋　
蒼あ

お
と冬　

ち
や
ん
（
伶
央 

／ 

明
日
香
）

野
村　
啓ひ

ろ
と仁　

ち
や
ん
（
亮
太 

／ 

涼
夏
）

福　
　
蒼そ

う
い
ち
ろ
う

一
朗 

ち
や
ん（
英
之 

／ 

章
子
）

償
却
資
産
に

対
す
る

固
定
資
産
税

ぜ
い
き
ん

の
お
話
し

広報モニター
　 

哀 

悼

　

 

野  

征 

二 

さ
ん　　
交
和

村 

上  

秀 

子 

さ
ん　　
中
美
蔓
１

八 

木  

芳 

幸 

さ
ん　　
西
清
水

眞 

柄  

公 

三 

さ
ん　　
御
影
鉄
南

藤 

田  

タ
マ
ノ 

さ
ん　　
鉄
南

瀨 

川  

有 

司  

さ
ん　　
元
旭
山

梶 

山  

智
惠
子  

さ
ん　　
下
佐
幌
新
生

箕 

浦    

博  

さ
ん　　
日
の
出
３

佐 

藤    

高  

さ
ん　　
東
団
地

短 

歌

ス
ー
パ
ー
の
石
焼
芋
は
香に
ほ

い
だ
け

　
今
夜
は
友
よ
り
思
い
が
届
く
　 

　 

田
村
徳
子

逝
き
し
人
に
焼
香
を
薫た

き
身
も
清
む

　
つ
め
た
き
雪
は
窓
に
舞
い
お
り   

　  

藤
原
静
子

ぶ
ち
猫
に
座
椅
子
と
ら
れ
し
子
の
机
を

　
隣
り
で
吾
は
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム  

　
　
森
山
ヤ
ヨ
イ

鍋
囲
み
孫
子
曽
孫
と
語
ら
へ
り

　
食
せ
り
寝
む
る
動
け
て
充
分      

　  

宗
像
三
郎

晩
秋
の
天
気
予
報
は
雪
マ
ー
ク

　
晴
れ
の
印
に
は
安
堵
の
一
日
　   

　  

村
谷
三
恵

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
サ
ン
タ
と
な
る
や
早
変
り
　

　
孫
ら
喜
ば
せ
し
は
杳と
お

い
日
と
な
る
　 

橋
本
佳
代
子

頂
し
歌
友
の
手
編
み
の
靴
下
を

　
元
旦
に
下
し
て
正
月
温
し 

　
　 

　  

坂
下
洋
子

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

★
表
紙
の
真
剣
な
子
ど
も

の
眼
差
し
と
温
か
く
見
守

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

表
情
が
す
ば
ら
し
い
。

★
少
し
あ
お
る
よ
う
な
ア

ン
グ
ル
が
良
い
。
少
々
画

面
が
粗
く
感
じ
る
の
が
残

念
。

　 

結 

婚

矢 

野 

順 

一 

さ
ん
♡
中 

村 

梨 

奈  

さ
ん

★
特
集
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
図
式
だ
け
で
は

内
容
が
理
解
で
き
な
い
の
で
、

も
っ
と
説
明
を
深
く
。

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
説
明
で
「
学
校
の
運
営
や
学

校
の
課
題
に
対
し
て
広
く
保

護
者
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
参
画
で
き
る
し
く
み
」
と
い

う
文
言
を
大
き
く
し
た
ら
わ

か
り
や
す
い
と
思
っ
た
。

★
写
真
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
生

徒
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
わ
か

り
や
す
く
て
良
い
。

★
町
民
目
線
で
読
み
や
す
い

内
容
だ
っ
た
と
思
う
。

★
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
提
言
、
中
学
生
か
ら
の

意
見
と
は
思
え
な
い
よ
う
な

具
体
案
に
驚
い
た
。
未
来
の
清

水
町
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
い
か

し
て
ほ
し
い
。

★
提
言
に
対
し
て
、
町
長
が
ど

の
よ
う
な
回
答
を
し
た
の
か
、

結
果
の
内
容
も
知
り
た
い
。

★
十
勝
探
訪
記
の
よ
う
な
興

味
の
持
て
る
コ
ラ
ム
や
記
事

が
続
く
と
い
い
。

★
清
水
人
で
、
訪
問
先
に
ハ
ッ

ピ
ー
を
届
け
る
活
動
が
す
ば

ら
し
い
と
思
っ
た
。

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
建
物
及

び
自
動
車
以
外
の
事
業
用
資
産
で
、

減
価
償
却
費
が
、
法
人
税
法
ま
た
は

所
得
税
法
の
所
得
計
算
上
、
損
金
ま

た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も

の
の
う
ち
、
購
入
価
格
が
1
単
位
当

た
り
10
万
円
以
上
の
耐
久
性
の
あ
る

資
産
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
個
人
や
法
人
で
農
業
や
商
店
、
工

場
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
方
は
も
と

よ
り
、
ア
パ
ー
ト
経
営
等
不
動
産
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
等
の
事
業
者
に

お
い
て
、
そ
の
事
業
に
用
し
て
い
る

機
械
・
工
具
・
器
具
・
構
築
物
・
備

品
な
ど
に
、
土
地
、
建
物
と
同
じ
よ

う
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
償
却
に
つ
い
て
は
、
土
地
や

建
物
の
よ
う
に
登
記
な
ど
の
公
示
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
方
税
法
の

規
定
に
よ
り
、
償
却
資
産
を
所
有
す

る
方
が
、
毎
年
１
月
1
日
現
在
に
所

有
し
て
い
る
償
却
資
産
の
内
容
（
取

得
年
月
、
取
得
金
額
、
耐
用
年
数
な

ど
）
に
つ
い
て
、
１
月
31
日
ま
で
に

償
却
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐｉｃｋ up!この人を

　渡久山さんは沖縄県出身で、部活はアイスホッケー部に所属し、
Ｆ
フォワード

Ｗとして活躍しています。
　同小論文コンテストは、千葉市の神田外語大学主催で、インド
ネシア・ベトナム・タイの風習に関する写真と記事から選択し、
それを基に自分の考えをまとめる内容。渡久山さんはベトナムの
風習で『葬儀で古銭をデザインした紙を燃やす』という出身地沖
縄との共通点を見つけたことで興味を持ち、コンテストに参加。
審査では沖縄とベトナムの弔い方をわかりやすく比較検討したこ
とで高い評価を受けました。
　小論文は得意科目ではなかったそうですが、今回取り組んでい
くうちに面白くなり好きな科目に。約２千点の応募作品の中から
最優秀賞に輝いたことについて「初めは信じられなかった。自分
の考えが評価を受けてとてもうれしい。」と話し、さらに「このコ
ンテストを通し、外国の文化に目を向けたことで視野が広がった。
いつかベトナムに行ってみたい。」と笑顔で答えてくれました。
　卒業後は立命館大学に進学予定で、大学でもアイスホッケーを
続けるという渡久山さん。今後も活躍が期待されます。

渡
と く や ま

久山 勝
か ろ き

炉希さん

ピックアップ

「高校生東南アジア小論文コンテスト」

     清水高校
人文科学系列 ３年次

最優秀賞を受賞！
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あ

が

と

き

1/16 ～ 2/15

役場＝清水町役場　　文セ＝文化センター　　御支＝御影支所　　保セ＝保健福祉センター　　図書＝図書館
ハモ＝ハーモニープラザ　　町体＝清水町体育館　　アリ＝アイスアリーナ　　改善＝改善センター
消防＝清水消防署　　第１＝第１保育所　　第２＝第２保育所　　御こ＝御影こども園　　幼稚＝幼稚園
清小＝清水小学校　　御小＝御影小学校　　清中＝清水中学校　　御中＝御影中学校

人口  9,370 人（-4）
男  4,603 人（-1）　女 4,767 人（-3）
世帯数  4,730（± 0）
令和元年 12 月末現在 （　）は前月比

町  

長  

の  

日  

記

■
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
正
月
を
迎
え
、
寒
さ

が
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
道
路
が
凍
結

し
、
つ
る
つ
る
路
面
に
。

先
日
、
車
の
運
転
中
、
交

差
点
前
で
滑
っ
て
冷
や
汗

を
か
き
ま
し
た
。
早
め
の

ブ
レ
ー
キ
を
心
が
け
て
は

い
る
の
で
す
が
…
。
皆
さ

ん
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
下
保
）

１/16 木
■運転免許更新時講習
　（文セ優良 13 時 30 分、一般 14 時 30 分、
 　違反 16 時）

17 金

18 土

19 日 しみずしゃっこい祭（文セ 10 時）

20 月

21 火 ■清水小学校始業式
■御影小学校始業式

22 水

23 木

24 金

25 土 ■お話し会（図書 10 時 30 分）

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

２/1 土 ■エントランスホール展「村上俊彦油彩画
展 清水四景＋Ｘ」（～ 28 日）（図書 10 時）

2 日 ■渋沢栄一記念館館長講演会（文セ 10 時）

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土 ■お話し会（図書 10 時 30 分）

9 日

10 月 ■町民と町長のふれあいトーク（役場 9 時）

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

■
２
０
２
０
年
が
幕
を
開

け
、
ま
た
新
し
い
気
持
ち

で
物
事
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
に
、
毎
日
こ
つ

こ
つ
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
■
１
月
20
日

は
大
寒
で
、
一
年
で
最
も

寒
い
そ
う
で
す
。
こ
の
寒

～
い
時
期
に
は
、
寒
仕
込

み
と
い
っ
て
寒
さ
を
利
用

し
た
食
べ
物
（
味
噌
、
醤

油
な
ど
）
を
仕
込
む
と
良

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

美
味
し
い
も
の
は
寒
さ
か

ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と

思
う
と
あ
り
が
た
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川
）
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じょうほう瓦版

「これからも牛乳を飲んで」
町牛乳消費拡大キャンペーン
で阿部修二さんが特賞に

12/19

清水ロータリークラブがハー
モニープラザに時計を寄附

12/11

中学生の「税についての作文」
に清水中学校生徒４名が入選
　　（お知らせ版1月号に作文を掲載）

12/12

地域社会貢献として御影中
学校の樹木伐採活動を実施
した宮坂建設工業（株）に
感謝状を贈呈

12/12

地域社会貢献として文化セ
ンター敷地内環境整備を実
施した斉藤井出建設（株）
に感謝状を贈呈

12/12

- 年末の防犯意識を高める -
町歳末防犯・交通安全運動を清
水・御影地区で実施（12/12・13)

12/13

- 栄養バランスを考えてメ
ニューを選択 - 清水小学校６
年生がバイキング給食

12/13

（株）鳥せい本店と鈴蘭運
輸（株）が公衆浴場にデ
ジタル体重計を寄附

12/13

文化センターにワイヤレスス
ピーカーを寄附した帯広地方法
人会清水地区会に感謝状を贈呈

12/19

19 Shimizu JANUARY 2020

（株）鳥せい本店がせせらぎ荘
へ鶏の唐揚げ・炭焼き 130 人前
をプレゼント

12/25

- 清水郵便局からサンタとマスコット「ぽすくまくん」「かんぽ
くん」がプレゼントを届けに -

12/20

子どもたちと「ハイチーズ！」

▲同日、こぐまクラブ「マモルンジャー」
　からもプレゼントを受け取り笑顔に

 第一保育所クリスマス会・こぐまクラブ行事

▼

御影地区

　
清
水
男
子
図
鑑
第
２
弾（
旅

す
る
清
水
編
）
が
発
刊
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
さ
ら

に
進
化
し
た
内
容
で
す
。

　
清
水
男
子
15
人
の
紹
介
や

彼
ら
が
薦
め
る
清
水
グ
ル
メ

の
お
店
の
紹
介
、
清
水
ス
タ

イ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
清
水

農
業
女
子
に
よ
る
移
住
ク
ロ

ス
ト
ー
ク
な
ど
本
町
の
魅
力

が
満
載
。
素
晴
ら
し
い
図
鑑

に
な
り
ま
し
た
。

　

素
敵
な
清
水
男
子
の
他
、

清
水
町
の
食
の
魅
力
等
々
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
。

　

非
売
品
で

す
が
ふ
る
さ

と
納
税
型
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ

で
も
取
り
扱

い
中
で
す
。

（
12
月
１
日

の
日
記
よ
り
）

先
月
の
町
長
日
記
内
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
誤
】
角
界
【
正
】
各
界



S
h
im

izu

１
月
号

●
発
行　
北
海
道
清
水
町　
●
編
集　
企
画
課
広
報
広
聴
係　
☎
０
１
５
６
（
62
）
２
１
１
４

●
発
行
・
編
集　
清
水
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
５
６
（
62
）
５
１
１
５

◆
北
海
道
清
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 http://www.town.shimizu.hokkaido.jp/　
　

広
報
し
み
ず
７
３
１
号

学
習
情
報
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　　  し　　    み ず　     じ ん

澤
田
さ
ん
の
剣
道
歴
は
52

年
。
清
水
町
剣
道
連
盟

会
長
で
あ
り
、
会
員
の
中
で
唯

一
錬れ
ん
し士

六
段
の
称
号
を
持
ち
、

現
役
選
手
及
び
少
年
団
指
導
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
、
同
連
盟
は
少

年
指
導
に
永
年
に
わ

た
っ
て
尽
力
し
た
団
体
と
し

て
、
全
日
本
剣
道
連
盟
よ
り
剣

道
教
育
奨
励
賞
を
受
賞
。
澤
田

さ
ん
は
約
30
年
以
上
に
わ
た

り
、
清
水
剣
道
少
年
団
の
指
導

者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。数
年
前
、

昨
今
の
少
子
化
や
他
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
充
実
な
ど
か
ら
、
団
員

が
1
人
に
ま
で
減
り
、
少
年
団

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
。

そ
の
後
、
徐
々
に
入
団
者
が
増

え
、
現
在
で
は
幼
児
か
ら
高
校

生
ま
で
21
名
が
元
気
に
剣
道
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導

で
、
念
頭
に
置
い
て
い

る
こ
と
は
何
か
と
尋
ね
る
と
、

「
技
術
の
上
達
は
も
ち
ろ
ん
大

事
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
伝
え

た
い
の
は
礼
節
と
感
謝
の
心
。

そ
し
て
仲
間
の
大
切
さ
で
す
。」

と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
指
導
者
の
育
成
に
も

努
め
、「
今
ま
で
指
導
の
中
心

は
自
分
で
し
た
が
、
現
在
で
は

剣
道
が
好
き
で
志
を
同
じ
く
す

る
若
者
の
加
入
も
あ
り
、
た
の

も
し
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
後
進
に
道
を

譲
っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
、

若
い
後
継
者
へ
の
厚
い
信
頼
感

と
、
ま
た
そ
の
姿
を
見
守
っ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

澤
田
さ
ん
に
「
剣
道
の
魅

力
は
？
」
と
聞
く
と
、

「
自
分
に
と
っ
て
、
何
も
考
え

ず
に
自
身
の
全
力
を
出
せ
る
も

の
。
今
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術

いくつになっても現役宣言！
   今だからできる郷土愛のかたち
～　全ては主人公 9,370 人のために　～

や
教
え
を
年
齢
問
わ
ず
仲
間
と

共
有
で
き
る
こ
と
も
心
地
よ

い
。
ま
さ
に
生
活
の
一
部
で
す

ね
。」
と
の
答
え
が
。
こ
れ
か

ら
も
更
に
修
練
を
積
み
、
選
手

と
し
て
も
上
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

清
水
剣
道
少
年
団
は
毎
週

水
・
金
曜
日
の
19
時
か
ら
町
体

育
館
で
活
動
。
体
験
は
随
時

受
付
中
。
申
込
み
は
澤
田
さ

ん
（
☎
０
９
０-

１
５
２
９-

５
０
７
２
）
ま
で
ご
連
絡
を
。

  

澤
田 

智 

さ
ん 

（61）

「
礼
節
と
感
謝
の
心
を
　

 

子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た
い
」


